



















































































































































































































念には 2 種類ある。1 つは「カスキ - ノ」（犬の群れ）のように集団・












を明示したいときは「- タ」という接尾辞を付ける。「セーン - タ」は小さな石ころを表し、「カスキ - タ」
は雄犬の意味になる。
表 1　接尾辞「- ナ、- ノ、- タ」と数、大きさ、性との対応関係
接尾辞 数 大きさ 性
- ナ 数えられる複数  ―  ―
- ノ（- トノ） 集合的な複数 大きなもの 女性



























ハマル語に関する先行研究は乏しく、包括的な文法記述と呼べるものは 1976 年に公刊されたもの 1つし
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出発前に、その前年までエチオピアの青年海外協力隊（以下 JOCV とする）の駐在員であった JICA（国
際協力機構、当時の組織名は国際協力事業団）の田口定則さんとお会いできたので、JOCV には大変お世
話になることになった。この時期はレッド ･テラーと呼ばれる軍事政権下の厳しい政治状況にあって一度















の報告書を作成するにあたって、当時はまだ Kane の広汎な辞書が出版されていないため、Leslau や Ганкин










































































分析などを主たるテーマとしている。こうした中で Cushitic-Omotic Studies というタイトルで報告書を刊











































































































































































































































































































































































































2007 年、最初のインフォーマントであった A 氏がオランダ留学を経て、アルバ・ミンチ大学の教員に
なっていることを知り、同地で再会することができた。その折、同地の High School 教員の中にインフォー




















































含めて 17 の村があるが、これに加えて、エチオピア暦 2008 年（西暦 2015 年頃）中の完成を目標に、ウォ
ランゴ村（/wollánko/）という新たな中心地となる村の建設が進んでいる。現地にいるアッレ族の友人の情









スル、イギリス）、第 22 回国際歴史言語学会（ナポリ、イタリア）、第 11 回言語類型論学会（ニューメキ
シコ、アメリカ）、第 8回世界アフリカ言語学会議（京都）で研究成果の発表を行った。
アッレ語 1 の先行研究で最も全体的な記述は Amborn et al.（1980）だが、主な言語データは高地地方の村々
で収集されており、低地方言の情報が欠けている部分もある。Tosco（2006, 2007, 2008, 2010a,b）はガ
ウワダ方言の調査研究をしており、動詞形や情報構造など様々な側面の記述および分析を進めている。最













修は 1995 年、さらにその前は 1970 年だったようだ。
2012 年 2 月に初めてエチオピアを訪れ、最初の数日は高山病に悩まされながらアジス・アベバ大学で客
員研究員登録の手続きやガウワダ村やアッレ語に関する情報収集を行った。幸いにもガウワダ村出身の大
学生が卒業したばかりだったので、ガウワダ村で役人をしているという卒業生の Geniso Gesato 氏を紹介し
てもらうことができた。Geniso 氏は私と同年代だが、当時はアッレ自治区の観光・文化担当事務所の所長










































今までのフィールドワークで一番の失敗だったのは、2014 年 9 月の調査だろう。アジス・アベバの定宿
にしているBaro Pensionで出会った日本人旅行者3名がたまたまこれから南部を見て回るということで、ガ
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在によってアフリカという言語地域を提案する仮説（Heine & Leyew 2008）がある。しかし、シダーマ
語（およびいくつかのエチオピアの言語）にはその特徴の多くが欠如している（Kawachi 2011a）。
・名詞句（英語の例：the spicy food）の主要部は名詞（the spicy food の場合、food）（Chomsky 1970）ある
いは限定詞（the spicy food の場合、the）である（Hudson 1984）ということを前提にしている理論があ








いなどの 8つの文法的区別が成されている。（Kawachi & Tekleselassie 2012）
・シダーマ語には所有物の名詞句の外部で所有者が表される所有構文が二つあり、これらの構文の使用は、






ヨーロッパ諸語（Standard Average European languages）の地域的特徴であると言われている（König & 






的特徴として、目的語が無標で主語が形態的に有標である有標主格言語（Dixon 1994, König 2006）であ










（例：願望の意味で「彼女が来たら」）、スル型というよりもナル型表現（例：「合計は 300 円 / ブルになり
ます」）が特徴的に存在すると言われるが、シダーマ語にも存在する（河内 2012a, 2013a, b）。さらに、前
半部はそれだけで完結した文として成立するような節なのだが、後半部は名詞と述部の標識から成ってい
る人魚構文（例：「... が ... する予定だ」）は、アジアの地域の言語だけに見られる特徴であると言わ
れていた（角田 1996）のだが、明らかな例は二つのタイプだけとはいえ、この構文はシダーマ語にも存在










































































明しようとする Leonard Talmy 先生の様々な言語の文法構造のデータを基にした認知意味論と、語順を初
































を要し、思うようには進まなかった。正に泥沼にはまってしまっていた 2005 年 1 月 21 日に Talmy 先生か
ら突然その学期末に定年退職することを告げられ、博士論文のトピックは大きく変更せざるを得なくなっ
た。（結局 Talmy 先生は Co-advisor になってくれたが、）Matthew Dryer 先生の指導で、言語学科と同じ建
物にいた教育学の大学院生だったシダーマ語の母語話者 Abebayehu Aemero Tekleselassie 氏（現在 George 
Washington University の associate professor）からそれまで 3年余りの間（空間移動の経路の研究のためだ
けでなく、Ph.D. 取得後の研究のために）こつこつとためていたシダーマ語のデータをさらに集め、この
言語の文法を書くことにした。バッファローでは他の多くのアメリカの言語学の大学院と同様、ほとんど
20 年生というような人もいたのだが、その頃突然制度が変わり、「大学院に在籍できるのは 7 年まで、そ
れを越える場合は毎年嘆願書を書いて認められた場合のみ更新して最長でも 10 年」という規則ができてし
まい、無我夢中で博士論文に取り組んだ。
結局 2007 年 6 月に Ph.D. を取って、妻とバッファローで生まれた二人の子供とともに 10 年ぶりに帰国
した。ほぼ 30歳代すべてをアメリカで過ごしたことになる。アメリカの Ph.D. があれば簡単に就職できる
と思っていたのだが、帰国後仕事がまったくなく、アカデミアにいるのをあきらめかけて言語学への最後
の投資のつもりで 2008 年 2 月にアメリカの学会に、3月にエチオピアにフィールドワークに行った。しか




ジェクトに関わっている：梶茂樹、角田太作、稗田乃、松本曜、渡辺己、Jürgen Bohnemeyer, Tom Güldemann, 



















et al. 2015a, 2015b）、別の国際学会（8th World Congress of African Linguistics）での 7発表から成るワーク











シダーマ語のコンサルタントは、Abebayehu 氏の従兄に紹介してもらったシダーマ・ゾーン東部 Bansa の
Gudura 家の兄弟（特に Legesse, Iyasu, Hailu）である。クプサビニィ語に関しては、稗田先生に紹介して
いただいたマケレレ大学のMerit Ronald Kabugo氏に前もって私が興味のあるいくつかのナイロティックの
言語の一つのコンサルタントを探して欲しいと伝えたところ、私が初めてカンパラに着いた夜にたまたま
カンパラに来ていたクプサビニィ語の話者 Twoyem Kenneth 氏を連れて来てくれて、意気投合し、翌日ク
プサビニィ語が話されているセベイに連れて行ってもらった。滞在中コンサルタントとして色々な人を紹
介してもらったが、私が最も適任と判断した Chebet Francis 氏に、現在までメインのコンサルタントをして
もらっている。
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であるスルマ言語群に所属している。コエグ語は、おおよそ 300 人の第 1言語（人が最初に習得する言語
を言う。普通、人の言語能力は、第 1言語がいちばん高い。）話者をもつ。オモ・ムルレ語は、調査時、す


































































































か、ということはあまり話題にならない。スーダンでは約 60 年前の 1955 年に第一次南北内戦が生じたの























「民族」 になった 「難民」 とアラビア語クレオールの来し方
仲尾　周一郎
図 1　難民化するエミンと部下たち 






































































































先ず、比較的初期の御著作に 1976 年のソマリ語の語彙集、そして 1982 年のソマリ語の民話テキスト集
がある。今や行くのが困難となってしまったソマリアで長期の調査をなされたのは羨ましい。尤も、エチ
オピアにもソマリ語話者は沢山いるのだから、彼等と接触しない私が怠慢なのだが。






















































第19回国際エチオピア学会学術大会が、2015年 8月 24日から 28日にかけてポーランドの首都ワルシャ





発表によると、日本人の参加者は、エチオピア（70 人）、ドイツ（54 人）、ポーランド（19 人）、アメリカ
（14 人）、イギリス（13 人）に次ぐ人数であったという。
大会初日は 8時 30 分からワルシャワ大学・旧図書館棟（Old Library Building）のメインホールで参加受付
がおこなわれた。12 時からオープニングセッションが開かれ、13 時 30 分からはオープニングレクチャー
としてワルシャワ大学の Adam Lukaszewicz 氏がポーランドにおけるエチオピア研究の歴史について講演
をおこなった。ポーランドにおいてエチオピア研究がはじまったのは 1950 年代のことであり、1968 年に
学会の開催が予定されたものの、実現せず、今回の開催は長年の念願がかなったと語られた。
大会 2 日目から個人発表が始まり、9 時から 10 時 30 分、11 時から 12 時 30 分、13 時 30 分から 15 時、








館においては、大会 2日目に Beti and 
Amare と Crumbs の 2本のエチオピア
映画が上映された。
大会 2 日目と 4 日目の 13 時 30 分
から 15 時の間は、基調講演がおこな








学における潮流について、4 日目は、Yaqob Arsano 氏がナイル川をめぐるエチオピア政府の外交政策につ
いて講演をおこなった。
本大会の全体テーマは、Diversity and Interconnections through Space and Time と題され、実に多様なテー
マ・分野に関して研究発表がおこなわれた。考古学、文学、言語学、歴史、国際関係、法律・政治・社会、
生態・環境、若者・開発、エチオピア研究史、音楽・映画の 10 分野から公募された合計 38 の特別パネル
に加えて、個別の発表論文を分類した 18 の一般パネルが設けられた。1人あたりの発表時間はパネルごと





































































グンダ ・ グンド修道院旧聖堂修復に向けた外構修復の報告と、 
地域の伝統建築技術
清水　信宏、 エフレム ・ テレレ、 青島　啓太、 三宅　理一





スすることができず、エダガハムス近郊のゲブレン・タビアから約 1,400m の高低差のある約 16km の道の
りを、約 6時間かけて徒歩でアクセスしなければならない（図 1）。より詳しい立地に関しては青島（2015）
を参照されたい。









































































































Shitara, Tomohiro “Restoration Project of Gunda Gundo Monastery”, International Conference on Science, Cultural Heritage, Natural 






































（約 20 ～ 40 円）となっている。これはカンパラで流通している木炭とほぼ同等の価格である 1。
本報告では、ブリケットの生産について 2つの事例を具体的に紹介する。






提供があった。NBMT では、小ぶりの球形ブリケットを 1日 1,500 個生産するのに加えて、専用の改良か



















台所ごみも近隣世帯から無料で回収しているため、生産コストはほとんどかからない。2013 年 6 月の計 7
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ける HIV 陽性者は約 3500 万人と報告され、その






ウガンダにおける HIV 感染率 1 は、2014 年時点
で 7.3％を示し、世界平均の 0.8％と比べると、ウ
ガンダはいまだに高い感染率を示している。それ



























は HIV 感染率は 6.4％となり、ピーク時に比べる
と著しく低下した。2014年の HIV 感染率は7.3％






































いての文章とイラストの上には、“The correct way 





















の看護師が 3〜 4ヶ月に 1回のペースで村に訪れ、
予防接種を実施している。















































































客のなかにいた 14 〜 15 才ぐらいの女の子を呼び、
HIV 抗体検査を受けることを勧めていた。ウガン
ダでは、近年、若年層の HIV 感染が深刻な問題と












難をうけ、この法案は 2014 年 8 月にひとまず無効
となった。
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3 ポルノの制作、売買、公開を取り締まる法案であり、2014 年 2
月に施行された。最長 10 年の禁固刑と最大 1000 万シリング（約
37 万円）の罰金を科せられるが、児童ポルノの場合、禁固刑は最









NABU（Nature and Biodiversity Union）が、2010
年 6 月にカファ地方の一部の地域がユネスコ生物



































































































































ンマを旅し、6 月 7 日にゴジェブ川に達し
た。そしてカファ地方に入り、帰路に就く






















の論文や記事を発表した。1920 年と 1923 年には、
『カファ』（Bieber 1920, 1923）と題した著作を出
版した。一方で、マラリアに罹患していたフリー






写真 3　フリードリッヒ・ユリウスが暮らした家（2014 年 9 月筆者撮影）
写真 4　フリードリッヒ・ユリウスが暮らした家であること






























スの没後 5年にあたる 1929 年、没後 10 年の






















および、2014 年と 2015 年に実施した彼からの聞き取りによる。










































写真 9　ヒーツィンク区博物館外観（2015 年 10 月筆者撮影）
写真 10　ヒーツィンク区博物館のフリードリッヒ・ユリウス












































































7 民族学博物館は、Museum für Völkerkunde という名称であった
が、2013 年 4 月に Weltmuseum Wien へと名称を変更した。ただし、
本稿では民族学博物館という表記で統一する。
8 2015 年 2 月 25 日、民族学博物館学芸員より聞き取り。
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大林稔 ・ 西川潤 ・ 阪本公美子　編
『新生アフリカの内発的発展
―住民自立と支援』

















































































































































































































































第 8 章と第 9 章は、軍事革命評議会（Armed Force 
Revolutionary Council: AFRC）政権期（1997 年 5 月～
1998 年 3 月）におけるカマジョーの拡大に焦点を当て







カ諸国経済共同体監視団（Economic Community of West 








ーはドウ政権派の民主統一解放運動（United Liberation Movement of 























第 5 章と第 6 章は、サイドゥ・モモ政権 3 下での内
戦の勃発から国家暫定統治評議会（National Provisional 













第 7 章では、NPRC 政権後期から前期カバー政権期
（1995 年～ 1997 年 5 月）におけるカマジョーの動向


















































年 2 月、ECOMOG/CDF は、首都フリータウンを奪還
し、同年 3月、カバーが大統領に復帰した。
第 10 章では、後期カバー政権期誕生から内戦終結












連合（Liberian United for Reconciliation and Democracy: 
LURD）に参加し、第二次リベリア内戦を戦った 10。一
方、ノーマンは、DDR に反し CDF の戦闘員への軍事
訓練を密かに続けていたが、2002年にCDFの事務所が







組織。第二次リベリア内戦（1999 年～ 2003 年）では、トマス・ニ






（100 万人のフィールドワーカーシリーズ第 11 巻）
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